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移動現象操作

移動現象操作

流動と混合

撹拌装置
撹拌槽
撹拌翼（インペラ）
フローパタン
邪魔板の効果
吐出流と循環流
撹拌所要動力
スケールアップ
異相系撹拌
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撹拌装置:撹拌槽
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撹拌装置:撹拌翼

かい型 タービン プロペラ

回転数

液粘性

低

高

高

低

（低粘性液用）
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撹拌装置:撹拌翼 （中高粘性液用）

アンカー

ヘリカルリボンスクリュー

ヘリカルリボン
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フローパタン

邪魔板無しの場合

固体的回転が生じることにより混合しにくくなる

邪魔板の設置

35.0)/( 2.1 =BT nDB 完全邪魔板条件
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フローパタン

循環流と吐出流
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cT :循環時間
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フローパタン

ヘリカルリボン 翼付近に偏る

多段翼 翼ごとに独立した循環流

槽全体に行き渡る循環流が望まれる
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撹拌所要動力
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撹拌所要動力

流量―揚程概念

動力がどのように消費されるか
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異相系の撹拌

気液二相

固液二相

互いに不溶な二液相を含む攪拌（液液撹拌）

攪拌所要動力PG：見かけ粘度が低下→

液均一相の場合と比較して小さい

気液撹拌
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動力が混合に効果的に消費されることが重要 6.0=
P
PG

程度
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物質移動係数

物質移動は液側移動が律速→KLa

気，液物性
気泡径
混合状態

固液撹拌

気液と異なり界面積が明確

完全に浮遊するかどうかが重要→nc：浮遊限界回転数

撹拌所要動力：固相液相の平均密度から均相系と同様に

物質移動

移動現象操作

液液撹拌

物質移動

撹拌所要動力：二液相の平均粘度から均相系と同様に
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撹拌所要動力
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流体中の物体にかかる抵抗力
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∫′
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352 ααρ dDnC i : トルクの積分
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